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HZ904

第一級アマチュア無線技士「無線工学」試験問題
３０問２時間３０分

Ａ－１図に示す回路の締電容量が６〔“F〕のコンデンサに藷えられている電荷がl8x10~６〔Ｃ〕であるとき、砿源電圧しの陳とし

て、正しいものを下の番号から選べ。

６DLF〕

１５〔Ｖ〕

１２〔Ｖ〕

９〔Ｖ〕

６〔Ｖ〕

３〔Ｖ〕

１
２
３
４
５

1.5〔LLF〕Ｖ

Ａ－２次の記述は、電気機器に使用される絶縁材料について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１絶縁材料は電気の絶縁に利用されるほか、一部はコンデンサの誘電体としても用いられる。

２絶縁材料に必要な性質は、絶縁抵抗が大きく、絶録耐力が潤いことである。

３一般に非電離気体の抵抗率は、ほとんど無限大で、空気も優れた絶縁材料である。

４絶縁材料に必要な性質は、吸湿性がなく、使用温度に十分耐えることである。

５絶鍵材料に必要な性質は、誘電体損失が大きく、麺気的撤失が少ないことである。

Ａ－３図に示すＲＬＣ直列共振回路において、可変コンデンサＧ,が４２０〔pF〕のとき3,525〔kHz〕に共振している。共振周波数

を7,050〔kHz〕にするためのＧ,の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、抵抗Ｒ〔Ｑ〕及び自己インダクタン

スＬ〔Ｈ〕の値は一定とする。

〔pF〕

〔p□

〔pF〕

〔pF〕

〔pF〕

１２０

１０５

６５

１２

１０

１
２
３
４
５

尺 Ｌ

Ｇ，

交流電源

Ａ－４図に示す直流回路において、５〔Ｑ〕の抵抗に流れる電流の値として、正しいものを下の番号から選べ。

１６〔Ｖ〕４〔Ｑ〕１Ａ「Ａ１６〔Ａ〕

５〔Ａ〕

４〔Ａ〕

３〔Ａ〕

２〔Ａ〕

１
２
３
４
５

Ａ－５図に示す回路において、交流電源電圧が200〔Ｖ〕、抵抗Ｒ,が２０〔Ｑ〕、抵抗Ｒ２が２０〔Ｑ〕及びコイルＬのリアクタン

スが２０〔Ｑ〕であるとき、Ｒ２を流れる電流ｊの値として、正しいものを下の番号から選べ。

１
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

ｆ
Ｌ
Ｌ
ｆ
Ⅲ

２
３
２
３
２

ノ
ノ
ノ
ノ
ｊ

＋
’
＋
’
＋

４
３
３
２
２

１
２
３
４
５

Ｒｌ

↓ｊ
Ｒｚ交流敵源
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Ａ－６次に示す各素子のうち、通常、ＳＩＦ帯の発振素子として用いられないものを下の番号から選べ。

１バリスタ

２ガンダイオード

３インバットダイオード

４トンネルダイオード

５ガリウムヒ素電界効果トランジスタ(GaAsFＥＤ

Ａ－７次の記述は、電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）について述べたものである。｢￣]内に入れるべき字句の正しい組合せを下
の番号から選べ。

ＦＥＴは、［~７，トランジスタと異なり亡国の素子である。ＦＥＴには接合形とＭＯＳ形の二つがあり、ゲートとチャ
ネルの間が酸化膜を介して絶縁されているのが､「で~]ＦＥＴである。

Ｂ

電圧制御形

電流制御形

電圧制御形

電流制御形

電圧制御形

形
形

ｓ
形
形
形
ｓ

ｏ
合
合
合
Ｏ

Ｃ
Ｍ
接
接
接
Ｍ

一
つ
一
つ
｝
フ
ー
フ
ー
フ

一
一
一
一
一

ボ
ボ
ボ
ポ
ポ

イ
イ
イ
ニ
ニ

Ａ
パ
パ
パ
ユ
ユ

１
２
３
４
５

Ａ－８図に示す論理回路と同一の動作を行う回路として、正しいものを下の番号から選べ。

入力Ａ

， 出力〃

入力Ｂ

入力Ｃ

４
Ａ
Ｂ

３
Ａ
Ｂ

２
Ａ
８

１

Ａ
〃

〃 〃Ｅ
Ｃ

「－１１ 〃
Ｃ

Ｃ Ｃ

Ａ－９図に示す電界効果トランジスタ（ＦＥＴ)増幅器の等価回路において、相互コンダクタンス9ｍが８〔ｍＳ〕、ドレイン抵抗

IHIが２０〔k、〕、負荷抵抗RLが５〔ｋＱ〕のときこの回路の電圧増幅度l/h`／Iﾉｉｓの大きさの値として、正しいものを下の
番号から選べ。ただし、コンデンサＣｌ及びＧのリアクタンスは、増幅する周波数において十分小さいものとする。

０
２
６
２
８

４
３
１
１

１
２
３
４
５

Ｇ：ゲート

Ｄ：ドレイン

Ｓ：ソース

1/k,：入力交流電圧

IIS：出力交流電圧

ＣｌＧ Ｄｃｈ
【］二＝＝。

Ｓ

－コ

A－１０アナログ信号を標本化周波数＆〔H幻で標本化し、nビットで量子化したときのピットレート（BitRate）を表す式として、
正しいものを下の番号から選べ。ただし、ピットレートは、デジタル通信で用いる通信速度であり、１秒間に伝送されるパルス

のビット数で表す。

“
唯
い
唾
蝿

〔bps〕

〔bps〕

〔bps〕

〔bps〕

〔bps〕

１
２
３
４
５
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A－１１次の記述はアマチュアのデジタル通信について述べたものである。月内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号か

ら選べ。ただし、同じ記号の［司内には、同じ字句が入るものとする。

(1)アマチュア無線のデジタル通信システム（＊Ｄ－ＳＴＡＲ）は、個々のユーザーが利用する無線送受信槻相互間での音

声通信、「ｽｰｺのほかに、インターネットを活用したアマチュア無線のデジタル通信ネットワークを提供するものである．

(2)このシステムは、無線送受信機、[~iﾖｰｌアシスト局、リモコン局、ネットワーク関連装置などで構成され､「豆司illlを
１０〔GHz〕帯又は5.6〔GI七〕帯のアマチュア局用周波数帯を用いたアシスト局の無線設備によって最大伝送速度「て~]以下

の無線回線で結び、'1℃P/ＩＰによるネットワークを榊成する。

＊Ｄ－ＳＴＡＲ：アマチュア無線用のデジタル通信システム（DigitalSmartTechnologiesforAmateurRadlo）の

通称名。

ｃ
、
“
“
、

Ｂ

レピータ局

基地局

レピータ局

基地局

Ａ

データ通信

データ通信

画像通信

画像通信

ｊ
ｊ
ｊ
幻

Ｓ
ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
繩
砒
魎

Ｍ
ｆ
ｆ
ｆ

１
２
３
４

A－１２次の記述は．図に示す構成の電力増幅回路について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番

号から選べ。

⑩ 己
ＣＷ,Ｑ,2.Ｇ'３：可変コンデンサ

ＬＬＬａＬ３：コイル

レＢ〃Ｃ:直流電源

入

L３

(1)この電力増幅回路は､三種電子管を用いた[~]ﾛ【可増幅回路であり、トランジスタを用いた[-F可増幅回路に相当し、入１１１
力間の結合容賦が小さく、中和回路がほとんど不要で、安定に動作する。

(2)ＳＳＢ(Ｊ３Ｅ)送信機の終段増幅回路に用いる場合は、「で－.噌幅として動作させる。

Ｃ

Ｂ級又はＡＢ級

Ｃ級

Ｃ級

Ｂ級又はＡＢ級

Ｃ級

Ｂ

ベース接地

ペース接地

エミッタホロワ

エミッタホロワ

ペース接地

Ａ

グリッド接地

グリッド接地

グリッド接地

カソードホロワ

カソードホロワ

１
２
３
４
５

A-13図は、ＳＳＢ(Ｊ３Ｅ)の送受信機(ＳＳＢトランシーパ)の構成例を示したものである｡［司内に入れるべき字句の正し
い組合せを下の番号から選べ。

マ

「
』

Ｔ

Ｔ
吟
Ｒ

rＲ吋
阯ス

Ｃ

周波数逓倍器

励振増幅器

周波数逓倍器

励振瑠幅器

Ａ

周波数変換器

周波数変換器

平衡変(tlD調器

平衡変(復)調器

Ｂ

第２局部発振器

クラリファイヤ

クラリファイヤ

第２局部発振器

１
２
３
４
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A-14次の記述は受偏機の高周波増幅回路に要求される条件について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合
せを下の番号から選べ。ただし、同じ記号の[司内には、同じ字句が入るものとする。

(1)高周波増幅回路には、使用周波数帯域での「】z[~]が高いこと、発生する［~百コが小さいこと、回路のE-E可によって
生じる相互変調ひずみによる影響が少ないことなどが要求される。

(2)また、高周波増幅回路において有害な影瀞を与える[~万一]の相互変調ひずみについては、回路に基本波信号のみを入力した

ときの入出力特性を測定し、次に基本波偏号とそれぞれ周波数の異なる二信号を入力したときに生ずる、ラコの相互変調ひず
みの入出力特性を測定して、図に示すようにそれぞれの直線部分を延長した線の交点Ｐを求め、高周波増幅回路がどのくらい

大きな不要信号に耐えて使えるかの目安となる。この交点のことをインターセプトポイントという。

Ａ

入力抵抗

入力抵抗

電力利得

電力利得

Ｂ

内部雑音

影像妨害

内部雑音

影像妨害

Ｃ

高調波

非直線性

非直線性

高調波

次
次
次
次

３
２
３
２

，
第
第
第
第

１
２
３
４

出

力

み

入力

(入力及び出力はそれぞれ対数軸表示）

A－１５次の記述は、受信機における信号対雑音比（Ｓ／Ｎ)の改善について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から

選べ。

１受信機の雑音指数が大きいほど．受信機出力における信号対雑音比（Ｓ／Ⅳ）の劣化度が小さい。

２受信機の総合利得を大きくしても、受信機内部で発生する雑音が大きくなると、受信機出力の信号対雑音比（Ｓ／Ⅳ）は改善さ

れない。

３受信機の通過帯域幅を受信信号電波の占有周波数帯幅と同程度にすると、受信機の通過帯域幅がそれより広い場合に比べて、

受信機出力の信号対雑音比（Ｓ／Ⅳ)は改善される。

４雑音電波の到来方向と受信信号電波の到来方向とが異なる場合、一般に受信アンテナの指向性を利用して、受信機入力におけ

る信号対雑音比（Ｓ／Ⅳ）を改善することができる。

A－１６次の記述は､図に示す構成の衝撃性(パルス性)雑音の抑制回路(ノイズプランカ)について述べたものである。［司内に入れ
るべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、同じ記号のＦ]内には、同じ字句が入るものとする。

中間周波

増幅器
周波数

変換部より
回 検波器へ

雑音
蝋幅器

雑音

検波器

パルス

墹幅器

(1)衝撃性雑音は､ｎ【~]等から発生する急峻で幅の狭いパルス波のため、信号がその瞬間にとぎれても通話品質にはほとんど
影響を与えない。

(2)ノイズプランカは．雑音が重畳した中間周波信号を、信号系とは別系の雑音増幅器で増幅し、雑音検波及びパルス増幅を行っ

て波形の整ったパルスとし、このパルスによって信号系のｒｉﾖｰ]を1)H閉して、雑音及び信号を除去する。

(3)ノイズプランカのほか、衝撃性雑音を抑制するのに有効な回路は、［~て可回路である。

Ｂ

ゲート回蹄

トリガ回路

トリガ回路

ゲート回路

Ｃ

スケルチ

ノイズリミタ

スケルチ

ノイズリミタ

Ａ

高周波利附設術

高周波利用設備

自動車の点火プラグ

自動車の点火プラグ

１
２
３
４
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Ａ－１７図に示すコンデンサ入力形平滑回路を持つ､１１相半波整流回路において、交流入力が実効値１１０〔V〕の単一正弦波であるとき、

無負荷のときのダイオードＤに必要な逆耐愈圧の大きさの値として、最も近いものを下の番号から選べ。

０
０
０
０
０

８
１
８
２
４

３
３
２
２
１

，

１
２
３
４
５

o－ｅ

直流

出力

交流

入力

A-18次の記述は、ニッケル・水素蓄電池について述べたものである。［弓内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から

選べ。

(1)電解液として水酸化カリウムを用い、陽極板として「｡z【~]を、陰極板として水素吸蔵合金(Metal-Hydride)を用いた二次竃

池であり、１個当たりの公称電圧は「百~]である。

(2)また、ｒＥ－]が小さく比較的大電流の放電にも向き、保守は鉛蓄誼池に比べて容易である。

Ｃ

自己放趣

内部抵抗

内部抵抗

自己放姻

Ｂ

１．５

１．２

１．５

１．２

Ａ

水酸化ニッケル

水酸化ニッケル

亜鉛

亜鉛

１
Ｊ
１
１

Ｗ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

１
２
３
４

Ａ－１９アンテナの繭圧反射係数が0.2＋ｊ0.1であるときの電圧定在波比（VSWR）の値として、最も近いものを下の番号から選べ。

６
０
６
１
０

■
●
●
●
●

２
２
１
１
１

１
２
３
４
５

Ａ－２０次のアンテナのうち、通常水平面内における指向性が全方向性（無指向性）として使用するアンテナを下の番号から選べ。

１八木アンテナ

２対数周期アンテナ

３キュピカルクワッドアンテナ

４逆（インバーテッド）Ｖアンテナ

５グランドプレーンアンテナ

A-21次の記述は、アンテナの利得について述べたものである。[￣司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)利得は、基地アンテナに対する性能を表すものであり、基準アンテナとしてｒＸ－]アンテナを用いたときの利得を絶対
利得という。また、通常．「百~｡アンテナを用いたときの利得を相対利得という。

(2)同一アンテナの相対利得と絶対利得の数航を比較すると、［~で可利得の方が大きな値となる。

対
対
対
対
対

Ｃ
相
絶
相
相
絶

Ｂ

等方性

等方性

三素子八木

半波長ダイボール

半波長ダイポール

Ａ

半波長ダイボール

半波長ダイボール

半波長ダイボール

等方性

等方性

１
２
３
４
５
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Ａ－２２電離層の臨界周波数が１２．６〔ＭＨ幻であるとき、８００〔ｋｍ〕離れた地点と交信しようとするときのＭＵＦ(最高使用周波数）

の値として、肢も近いものを下の番号から過べ゜ただし、電離周の見掛けの高さを３００〔ｋｍ〕とし、地表は平らな面と仮定す

る。

峨
峨
曄
唾
唖

７
４
８
１
８

１
１
２
２

１
２
３
４
５

A－２３次の記述は､短波（ＨＦ）帯の電波伝搬について述べたものである。［￣司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号か
ら選べ。

(1)一般に電波は送受信点間を結ぶ[~】5【可を通り、そのうち図のｓのように最も短い伝搬通路を通る電離層波は電界強度が大

きく、無線通信に用いられる。しかし短波１MFの遠距離通信においては、Ｓの伝搬通路が昼間で第一敵減衰が大きく、Ｌの伝搬

通路が夜間で減衰が少ないときは、Ｓの伝搬通路よりも図のＬの伝搬通路を通る電波の電界強度の方が大きくなり、十分通傭
できることがある。

(2)このような逆回りの長い伝搬通路による竃波の伝搬を[~豆司といい、条件により同時にＳとＬの二つの伝搬通路を通って
伝搬すると、電波の到達時間差により［~で可を生ずることがある。

信
詩送信

アンテ
Ａ

対流圏

対流圏

大円通路

大円通路

大円通路

Ｂ

ロングパス

対流圏散乱

対流圏散乱

ロングパス

ロングパス

Ｃ

エコー

ドプラ効外&

ドプラ効果

エコー

ドプラ効外し

１
２
３
４
５

Ｌ

Ａ－２４次に掲げる、無線通信用の測定器材等のうち、通常、５．６〔ＧＨ幻帯の周波数での測定に用いられないものを下の番号から選

べ。

１導波管

２空洞波長(閥波数)計

３ＬＣコルピッツ発振器によるデイッブメータ

４ボロメータ形電力計

５ダイオード検波器

A-25次の記述は､Ｐ形電子電圧計について述べたものである。「￣。内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

Ｐ形電子電圧計は囚電圧の測定に用いられ、プロープと呼ぶ「百~]と「て可などを利用した指示部で構成される。

Ａ

高周波

高周波

高周波

直流

直流

Ｂ

発振部

検出部

変禰部

発振部

検llj部

Ｃ

交流電流計

直流電流計

直流電流計

交流電流計

直流電流計

１
２
３
４
５
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Ｂ－１次の記述は、表皮効果について述べたものである。「~~]内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

一本の導線に交流電流を流すとき、この趣流の周波数が高くなるにつれて導線の[~デー1部分には麺流が流れにくくなり、導

線の[-才可部分に多く流れるようになる。この現象を表皮効果といい、高周波では直流を流したときに比べて、実効的に導線

の断面穂が[~ﾗ弓なり、抵抗の値が「王-ｺなる。この影響を少なくするために、送信機では終段の「ﾗﾃｰｺに中空の太い銅の
パイプを用いることがある。

４入力回路

９出力回路

５中心

１０終端

２両端

７表面

３大きく

８小さく

１広く

６狭く

Ｂ－２次の記述は､電子の放射現象について述べたものである｡[司内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

金属又はその酸化物を真空中で「ﾗ可すると、内部の「7ｺの運動が活発になり外部に飛び出す。この現象を[~ろう放射
現象という。この現象を利用したものには、送受信に用いる電子管や［~王可などの「牙~。がある。

４陽極

ｇ加熱

５冷却

1０熱電子

３目Ｍ１電子

８正孔

１ＳＣＲ２二次電子

６ブラウン管７陰極

Ｂ－３次の記述は、スーパヘテロダイン受信機の選択度を向上させる方法について述べたものである。このうち正しいものを１．誤っ

ているものを２として解答せよ。

ア近接周波数に対する選択度を向上させるために、中間周波変成器の同綱回路のＱを小さくする。

イ近接周波数に対する選択度を向上させるために、中間周波数をできるだけ高い周波数にする。

ウ近接周波数に対する選択度を向上させるために、糖域外の減衰繊度の大きいクリスタルフィルタを使１Nする。

エ影像周波数に対する選択度を向上させるために、高周波増幅器を設ける。

オ影像周波数に対する選択度を向上させるために、中間周波数をできるだけ高い周波数にする。

Ｂ－４次の記述は､標噸大気中の等価地球半径係数について述べたものである。、内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

大気の屈折率は高さにより変化し、上燭に行くほど屈折率がI~デー]なる。そのため電波の通路は「了~]に曲げられる。しか
し、電波の伝わり方を考えるとき、電波は「ﾗｰ]するものとして取り扱った方が便利である。このため、地球の半径を実際よ

り[~王可した仮想の地球を考え、この半径と実際の地球の半径との比を等価地球半径係数といい、これを通常Ｋで表し、Ｋの
値はＦﾃﾌﾟである。

３倣乱

８４／３

４上方

9屈折

５下方

1０直進

２大きく

７３／４

１小さく

６１．０５

Ｂ－５図は､指示電気計器の分類と図記号を組み合わせたものである。Ｆ１内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

□囚回国国

÷篭ＣＩＤ.△ML．
５熱電（熱電対)形

１０比率計形

３電流力計形

８反射型

４可動鉄片形

９振動片形

２誘導形

７整流形

１可動コイル形

６静電形
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平成１９年４月期

第一級アマチュア無線技士「無線工学」合格基準及び正答

１試験問題記号HZ-904（３０問２時間30分）

２合格基準

満点及び合格点満点１５０点合格点１０５点

配点内訳Ａ問題２５問（1問5点）

Ｂ問題５問（1問5点、ただし、 小設問各１点）

正答３

略一ｓ｜歴；９３ｎ６７２２‐１‐５０２８：’２年
１

ウ
エ

オ
エ
オ
ア

オ
オ
ア
イ
ウ
エ
オ

＊〔B-1〕ウは６と８のいずれも正答とします。

Ａ問題

問題 正答

〔Ａ－１〕 ３

〔Ａ－２〕 ５

〔Ａ－３〕 ２

〔Ａ－４〕 ５

〔Ａ－５〕 １

〔Ａ－６〕 １

〔Ａ－７〕 １

〔Ａ－８〕 ４

〔Ａ－９〕 ２

〔Ａ－１０〕 ５

〔Ａ－１１〕 １

〔Ａ－１２〕 １

〔Ａ－１３〕 ４

〔Ａ－１４〕 ３

〔Ａ－１５〕 １

〔Ａ－１６〕 ４

〔Ａ－１７〕 ２

〔Ａ－１８〕 ２

〔Ａ－１９〕 ３

〔Ａ－２０〕 ５

〔Ａ－２１〕 ５

〔Ａ－２２〕 ４

〔Ａ－２３〕 ４

〔Ａ－２４〕 ３

〔Ａ－２５〕 ２

Ｂ問題

問題 正答

〔Ｂ－１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

５

７

6又は8＊

３

９

〔Ｂ－２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

９

３

1０

６

７

〔Ｂ－３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

２

１

１

１

〔Ｂ－４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

５

1０

２

８

〔Ｂ－５〕

ア

イ

ウ

エ

オ

６

４

２

１

５


